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第 1 節．背景 
	 アキレス腱は、スポーツで障害が起きやすい部位の一つである。特に、アキレス腱障害のなかでもアキレス
腱断裂は重篤な障害を呈し後療法に長期間がかかる。アキレス腱断裂のリハビリテーションでは、修復中のア
キレス腱への負荷を考慮して、負荷に応じた運動療法行う必要がある。しかし、リハビリテーションプロトコ
ールは、動作開始時期や実施動作の順序は報告毎に異なっている。また、動作時のアキレス腱負荷が明らかに
なっている動作は歩行、ジャンプ、走行であるが、それ以外の動作については不明であり、測定方法が異なる
ことから比較することができない。そのため、様々な動作のアキレス腱負荷を同一測定方法で測定することで、
動作毎にアキレス腱負荷を順位付けすることができ、より安全で適切なプロトコールが示すことができる。 
第 2 節．目的 
	 本研究の目的は，アキレス腱障害のリハビリテーションで安全にかつ段階的な負荷を行えるようにするため、
様々な動作でのアキレス腱にかかる負荷を明らかにすること、さらにアキレス腱負荷による動作の順位付けを
行うことである。 
第 3 節．方法 
	 対象は、健常成人 18 名とした。対象者は身体ランドマークに反射マーカを貼付され、10 種類（歩行、速歩、
前方ステップ、後方ステップ、側方ステップ、側方ステップ着地、垂直ジャンプ、垂直ジャンプ着地、前方ホ
ップ、走行）の動作課題を実施した。動作時の身体ランドマークの３次元座標値及び床反力データは、３次元
動作解析システムと床反力計によって、５動作周期分が収集された。アキレス腱負荷のアキレス腱張力 AT 
force とアキレス腱負荷速度 AT force loading rate、アキレス腱負荷力積 AT force impulse、そして、足関節
背屈角度は、収集されたデータに基づき算出された。統計手法は、各解析動作のアキレス腱負荷を順序付ける
ために記述統計を用いた。さらに、各解析動作のアキレス腱負荷を比較するために、最大 AT force と AT force 
loading rate、AT force impulse、足関節最大背屈角度について動作毎にそれぞれ一元配置分散分析を行い、
Bonferroni の方法による多重比較検定を行った。 
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第 4 節．結果 
	 最大 AT force は、平均値が大きい順に、前方ホップ、走行、側方ステップ、側方ステップ着地、後方ステ
ップ、垂直ジャンプ、前方ステップ、垂直ジャンプ着地、速歩、歩行となった。最大 AT force の各動作間の
比較では、歩行は、速歩と前方ステップ、垂直ジャンプ着地とは有意差がなく、後方ステップと側方ステップ、
側方ステップ着地、垂直ジャンプ、前方ホップ、走行とは有意差がみられた。また、前方ホップは、走行以外
の動作と有意差がみられた。 
AT force loading rate は、走行、前方ホップ、側方ステップ着地、垂直ジャンプ着地、後方ステップ、前方
ステップ、側方ステップ、垂直ジャンプ、側方ステップ、速歩、歩行の順であった。AT force loading rate の
各動作間の比較では、歩行は、速歩と前方ステップ、側方ステップ、垂直ジャンプとは有意差がなく、後方ス
テップと側方ステップ着地、垂直ジャンプ着地とは有意差がみられた。また、走行は、全ての動作と有意差が
みられた。 
AT force impulse は、前方ホップ、側方ステップ、後方ステップ、垂直ジャンプ、垂直ジャンプ着地、側方
ステップ着地、歩行、走行、前方ステップ、速歩の順であった。AT force impulse の各動作間の比較では、速
歩は、歩行と側方ステップ着地、走行とは有意差がなく、後方ステップと側方ステップ、垂直ジャンプ、垂直
ジャンプ着地、前方ホップとは有意差がみられた。また、前方ホップは、後方ステップと側方ステップ、垂直
ジャンプ、垂直ジャンプ着地とは有意差がなく、歩行と速歩、前方ステップ、側方ステップ着地とは有意差が
みられた。 
足関節最大背屈角度は、後方ステップ、垂直ジャンプ、前方ステップ、前方ホップ、垂直ジャンプ着地、走
行、側方ステップ、歩行、速歩、側方ステップ着地の順であった。足関節最大背屈角度の各動作間の比較では、
側方ステップ着地は、歩行と速歩とは有意差がなく、前方ステップと後方ステップ、側方ステップ、垂直ジャ
ンプ着地、前方ホップ、走行とは有意差がみられた。また、後方ホップは、前方ステップと垂直ジャンプ、垂
直ジャンプ着地、前方ホップとは有意差がなく、歩行と速歩、側方ステップ、側方ステップ着地、走行とは有
意差がみられた。 
	 最終順位は、負荷が大きい動作から、前方ホップ、後方ステップ、走行、垂直ジャンプ、側方ステップ、垂
直ジャンプ着地、側方ステップ着地、前方ステップ、歩行、速歩の順であった。 
第 5 節．結論 
	 アキレス腱負荷が高負荷となった動作は、片脚のみでの動作であることに加え、足関節パワーの推移から遠
心性収縮による衝撃緩衝から、求心性収縮による前方推進への切り替え動作であった。アキレス腱負荷と足関
節背屈角度ともに大きいことから、アキレス腱の伸張かつ張力負荷が最も大きくなることが考えられる。本研
究で得られた各動作のアキレス腱負荷の順位付けにより、アキレス腱障害後のリハビリテーションで段階的な
負荷が可能となる。 
	  
